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る体制を目指して「北極域データアーカイブシステム」(以下，ADS：Arctic Data archive System) の基盤構築を進
めている。現在、ADS では，次のような 3 つサービスを開発運用している。1)極域研究に関わる他分野のデータ
の相互流通を実現する KIWA。2)衛星データおよびモデル計算結果のグリッドデータをブラウザ上で可視化・解析
する VISION。3)地球観測衛星データを利用した極域監視ウェブサイト VISHOP。本研究発表では VISHOP による
衛星データの準リアルタイム可視化サービスを紹介したい。 
VISHOP(Visualization Service of Horizontal scale Observations at Polar region)は、地球観測衛星によって得られた衛
星データを準リアルタイムで可視化を行う Web サービスである。日々更新される衛星データは、JAXA より ADS
へ転送される、転送されたデータの可視化および表示を ADS のサーバー上で行っている。可視化された最新の衛
星データは ADS の Web サイト(https://ads.nipr.ac.jp/)にアクセスすることで確認することができる。このような衛星
データを可視化する類似の Web サービスは海外の研究機関によって行われることが多かったが、GRENE 事業期間
中に、国内でも類似のサービスが多く始められるようになった。有名な例として、NICT によって運用されている
「ひまわり 8 号リアルタイム Web」が存在する。このように最近では可視化されたデータの配信サービスの重要
























図 1: VISHOPトップページ 
